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 令和元年度水産白書１）によれば，近年瀬戸内海を中

心として，窒素，リン等の栄養塩類の減少，偏在等が海

域の基礎生産力を低下させ，養殖ノリの色落ちや，魚介

類の減少の要因となっている可能性が，漁業者や地方公

共団体の研究機関から指摘されている。また，伊勢・三

河湾においても同様な指摘がなされている。２，３） 

三河湾を含む伊勢湾への発生負荷量は，1980 年と比

較して 2014 年では窒素で 41.2%，リンで 66.4%が削減さ

れている。４）また，三河湾へ流入する河川の栄養塩の

低下も指摘されている。５） 

本報告はこれら指摘を踏まえて，年代別に海域の水平

分布を求め，近年の栄養塩類の推移を視覚的に示すこと

とした。 

 

材料及び方法 

本報告で利用した値は，年間 4回実施される伊勢湾広

域総合水質調査結果（https://water-pub.env.go.jp/ 

water-pub/mizu-site/mizu/download/download.asp,環

境省, 2021 年 9月 15 日）について，全窒素（TN），全

リン（TP），溶存態無機窒素（DIN），リン酸態リン（PO4 

-P），クロロフィルａ（CHL-a）の各濃度（表層）を年代

別，地点別に平均値を求めて用いた。水平分布は

Golden Software, Inc 製 Surfer (Ver.10)を用いて，

知多半島で仕切られている狭義の伊勢湾と三河湾を分離

して作画し，重ね合わせた。なお，観測点（33点）は

図中の＋印で示した。地形図は令和 2年度版の愛知県と

三重県の行政区域図（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/ 

index.html #seisaku, 国土交通省, 2021 年 3月 24

日）を用いた。 

 

結果及び考察 

 図 1～5に TN，TP，DIN，PO4-P，CHL-a の分布を年代別

に示した。いずれの項目も伊勢・三河湾ともに湾奥部に

高濃度，湾口部に低濃度の分布を示し，河口域が最も高

く，沖合に向かって減少する分布となった。水産用水基

準６）の種別で海域をみると，1980 年代は，TNで 0.3mg/ 

L 以下の水産 1種に相当する海域は見られず，全てが 2

種（0.3 を越え，0.6mg/L 以下）と 3種（0.6 を越え，1 

mg/L 以下）の海域であった（図 1）。TPでは 0.03mg/L

以下の 1種に相当する海域が伊勢湾湾口部に見られてい

る。（図 2）1990 年代になると，1種の海域が TNで伊勢

湾湾口部と湾中央部に小規模にみられ，TPでは南部海

域に範囲が拡大している。2000 年代は，1種の海域は

TNが伊勢湾湾口部と三河湾湾口部にみられ，TPは伊勢

湾南部に 1990 年代と同様に広がっている。2010 年代は

TNで伊勢湾南側の半分以上と三河湾の湾口側の半分程

度が 1種海域となった。TPでも TNと同程度に拡大し，

栄養物質の低下域が湾口部から湾の中央部まで広がって

いると推測される。 

 水産用水基準６）では，外海からの栄養が届きにくい

閉鎖性内湾であって，陸域から供給される窒素・リン量

が減少し，水質汚濁に係る環境基準Ⅲ類型（TN:1mg/L

以下，TP: 0.09mg/L 以下）・Ⅱ類型（TN:0.6mg/L 以下，

TP:0.05mg/L 以下）に指定された海域が，Ⅰ類型（TN: 

0.3 mg/L 以下，TP:0.03mg/L 以下）の濃度レベルにまで

低下し，一次生産量の低下を問題と捉えている。 

 さらに，ノリ養殖に影響を与える DIN，PO-P 4につい

てみると，同じく水産用水基準６）では，ノリ養殖にお

いて，良好なノリの成長と品質を保つための最低基準と

考えられる DIN は，0.07～0.10 mg/L，PO4-P は，海水中
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の N/P 重量比が 7～9程度で品質が最もよく，0.007～

0.014mg/L の濃度であるのが好ましいとある。そこで，

DIN が 0.1mg/L，PO4-P が 0.01mg/L 以下となる海域に着

目すると，年代が進むに従って湾口部から湾奥部へ拡大

している（図 3，4）。本報告では区別していないが，養

殖期間となる秋冬期は春夏期よりも低下がより厳しい。

2010 年代では DIN，PO4-P ともにノリ養殖に適している

と推定される海域は，湾奥部のごく限られた海域となっ

ている。 

CHL-a について内田７）は，黒潮系の内湾海域を対象に

して考慮したものと限定した上で，CHL-a 濃度が 4μg/ 

L を下回るとアサリの生産性が 10t/km2 を下回り，アサ

リ漁業の成立が難しくなると報告している。三重県沿岸

では，アサリ漁場の CHL-a 濃度は 3μg/L 以上が望まし

いとされている。８）また，芝ら９）は，個体成長モデル

を用いてアサリの減耗要因は低栄養であると推定し，ア

サリが成長するために必要な CHL-a 濃度は 6.3μg/L と

求めている。図 5をみると 1980 年代は，伊勢・三河湾

で CHL-a 濃度が 6μg/L を下回る海域はなかったが，

1990 年代になると三重県側の伊勢湾湾口部から西部に

かけて 6μg/L を下回る海域がみられるようになった。

2000 年代の同範囲は同じ程度であったが，4μg/L を下

回る海域が伊勢湾南部で出現した。2010 年代では 6μ

g/L を下回る海域がさらに広がり，伊勢湾の半分以上を

占めるようになった。 

愛知県のアサリ漁獲量は，2000 年代まで年間 10,000

トンを超えていたが，主産地であった三河湾北部の一色

干潟周辺海域において 2014 年から急激に減少してしま

っている。１０）この減少について，服部ら１０）は 9月～

12月に漁場の CHL-a 濃度の低下によるアサリの肥満度

の低下がへい死の要因であると推測している。また，曽

根ら１１）はアサリ稚貝が大量発生する三河湾東部の六条

潟において発生する秋冬期のへい死についても同様に肥

満度の低下が要因であると推測している。図 5で示した

ように三河湾では伊勢湾ほどの CHL-a 濃度の低下はみら

れていないが，2010 年代では 10μg/L を下回る海域が

湾口部から広がっている。2000 年代の一色干潟近傍観

測点の平均 CHL-a 濃度は 12.7μg/L であったのに対し，

2010 年代は 9.9μg/L に低下している。 

全国のアサリ漁獲量は 1980 年代前半に 10万トンを超

えていたが，1984 年から急減し，2000 年代に入ってか

らは 3万トン台と低い水準で推移している１２）のに対し

て，愛知県の漁獲量は 2000 年代前半まで安定的に維持

されていた。これまで伊勢・三河湾が有してきた豊富な

餌料環境に支えられてきたことが一因と考えられる。愛

知県のアサリ漁業を好転させるには，様々な要因１２）の

克服が必要ではあるが，餌料環境面からみると漁場の平

均 CHL-a 濃度が 10μg/L を下回らないことが望ましいと

推測される。 

以上のように，経年的な湾全体の栄養物質濃度の低下

が，ノリ養殖やアサリ漁業を良好に営むことができる海

域を縮小させてきていることが懸念されている。 
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図 1 全窒素濃度（mg/L） 太実線，は 0.3mg/L を示す。 

 

図 2 全リン濃度（mg/L） 太実線は 0.03mg/L を示す。 

 

図 3 溶存態無機窒素濃度（mg/L） 太実線は 0.1mg/L を示す。 



 

図 4 リン酸態リン濃度（mg/L） 太実線は 0.01mg/L を示す。 

 

 

図 5 クロロフィルａ濃度（μg/L） 太実線は 6μg/L を示す。 

 

 


